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平成22年度特別教育研究経費「HTLV-1関連疾患に対する発症予防と治療法確立に関する研究」

研究成果発表会, 2011

31．malignant glioneuronal tumor.
與儀　彰．

第234回九州神経放射線研究会, 2011
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32．中脳被蓋部のPilocytic astrocytoma. 
與儀　彰．

第235回九州神経放射線研究会, 2011

33．嚢胞状のanaplastic pilocytic astrocytoma.
與儀　彰．

第236回九州神経放射線研究会, 2011

34．前立腺癌に対する小線源治療初期30例の検討.
町田典子, 宮城亮太, 伊波　恵, 木村太一, 豊里友常, 松村英理, 安次嶺聡, 大城吉則, 

斎藤誠一, 小川和彦, 有賀拓郎, 粕谷吾朗．

日本泌尿器科学会雑誌, 102（2）：426, 2011

35．現代人における頭蓋骨と脳形態の対応関係の定量化. 
赤松美穂, 菊池赳夫, 荻原直道, 近藤　修, 田邊宏樹, 深瀬　均, 石田　肇, 與儀　彰, 村山貞之．

第65回日本人類学会大会, 2011
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８．受　　賞

１．戸板孝文.
＜第９回阿部賞＞

多施設共同臨床試験による子宮頸癌に対する高線量率腔内照射を用いた根治的放射線治療における

最適線量スケジュールの確立.

第25回日本放射線腫瘍学会、東京、2012．11．24
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